
沖縄ガスの都市ガスをご利用のお客さまへ

　日頃より、沖縄ガスをご愛顧賜り、誠にありがとうございます。

弊社は2030年の低炭素化と2050年の脱炭素化に向けた取り組みの一環として、お客さまに供給するガスの標準熱量

を2021年10月１日より 44MJ/㎥から43.5MJ/㎥ に変更いたしました。これに伴い、一般ガス小売供給約款についても

2021年10月1日に変更いたしました。

　なお、標準熱量変更に伴い、ガス料金の値上げとならないように基準単位料金を変更しております。変更内容につ

きましては、“４．基準単位料金の変更”を参照ください。

１．環境に対する取組

　　　CO2削減効果  ：0.0358 kg-CO2/㎥Ｎ

　　　2021年10月 1日から2030年12月31までのCO2削減効果として約3,000トンを見込んでおります。

２．供給ガスの標準熱量の変更

　　　標準熱量：（旧）44MJ/㎥ → （新）43.5MJ/㎥

３．基準平均原料価格の変更

　　　旧料金(44MJ/㎥)の場合 : ４５,５３０円/トン 　→　新料金(43.5MJ/㎥)の場合 : ４５,１９０円/トン

　　　※供給ガスの変更に伴い換算係数は、旧料金(44MJ/㎥) : ０.０８１ → 新料金(43.5MJ/㎥) : ０.０８０ に変更

４．基準単位料金の変更

　※① 調整単位料金　＝　基準単位料金　＋　※② 原料費調整額(+5円88銭)

　※② 原料費調整額＝(平均原料価格－基準平均原料価格)100円未満切捨×換算係数(0.081)÷100円/t×税率(1.1)

　　　　　　　 　　　　　　＝( 52,190 － 45,530 ) × 0.081 ÷ 100 × 1.1  = 5.88円

　※③ 調整単位料金　＝　基準単位料金　＋　※④ 原料費調整額(+5円80銭)

　※④ 原料費調整額＝(平均原料価格－基準平均原料価格)100円未満切捨×換算係数(0.080)÷100円/t×税率(1.1)

　　　　　　　 　　　　　　＝( 51,810 － 45,190 ) × 0.080 ÷ 100 × 1.1  = 5.80円

５．料金算定について

　　10月1日からの一般ガス小売供給約款の料金は、新料金にて算定いたします。

　　※例、10月定例検針で20㎥使用の場合 ＝ 834.90円 ＋ (20㎥ × 230.24円) ＝ 5,439円(税込み)となります。

　弊社は、環境保全に配慮しながら安定供給・安心安全を維持し、品質の良いガスを届け続けられるよう日々努め

て参ります。皆様のご理解を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

〈 電 話 番 号 〉 : ８ ６ ３ － ７ ４ ３ ８

２０２１年１０月吉日

〈 お 問 い 合 わ せ 先 〉 : 財 務 部 料 金 課

〈 お 問 い 合 わ せ 時 間 〉 : 平 日 8:30 ～ 17:30

沖縄ガス株式会社

一般ガス小売供給約款等変更のお知らせ

一　般　ガ　ス　小　売　供　給　約　款

旧料金 (44MJ/㎥)
(2021年10月分)

(税込み)

区分 基本料金 基準単位料金 ※① 調整単位料金

A料金    834円90銭 227円02銭 232円90銭

B料金  1,442円10銭 202円74銭 208円62銭

C料金  7,114円80銭 176円11銭 181円99銭

0㎥　～　25㎥

25㎥を超え～213㎥

213㎥を超える場合

月使用量

新料金 (43.5MJ/㎥)
(2021年10月分)

(税込み)

区分 基本料金 基準単位料金 ※③ 調整単位料金

A料金    834円90銭 224円44銭 230円24銭

B料金  1,442円10銭 200円15銭 205円95銭

C料金  7,114円80銭 173円77銭 179円57銭

月使用量

0㎥　～　25㎥

25㎥を超え～215㎥

215㎥を超える場合


